
家庭用電子レンジ利用による生葉含水率の迅速測定法

[要約］壁の生茎を家庭用電子 レンジにより乾燥することで、生葉含水亀を迅速に

測定し、生葉評価を効率的に行うことができる。

八女分場・加工研究室 連絡先 0９４３－４２－０２９２

部会名 農産 専門 加工利用 対象 工芸作物類 分類 普及

［背景・ねらい］

玉露原葉の生葉評価基準として全窒素含量が最適であることを明らかにし、手間と時間

を要する全窒素含量の測定を原葉の出開度、百芽重、生葉含水率を用いて、簡便に計算出

来る推定式（全窒素＝-0.0076×出開度-0.01315×百芽重十0.15341×生葉含水率-4.86

981）を作成した。しかし、生葉含水率については、､従来の熱風乾燥法では長時間を要し、

迅速な測定法とはいいがたい。短時間で生葉含水率が測定可能となれば、本式への応用ば

かりでなく、一般の製茶時に生葉含水率の設定が正確となり非常に有効である。そこで、

家庭用電子レンジを利用して生葉含水率の測定を迅速化する方法を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

①薬包紙で作成した袋（12×１２cm）に生葉10ｇ程度を精秤し、家庭用電子レンジ（定格高

周波出力500Ｗ）で乾燥することで、生葉含水率を迅速に測定できる。

②玉露原葉の生葉含水率は大きな変動が無いので水分の違いによる乾燥時間の変動は見ら

れ無かった。しかし、電子レンジ内にいれる袋の数によって異なり、１～３袋では９～１

１分、４～６袋では１３～１４分である（表１）。

③乾燥後の放冷は、生葉含水率にほとんど影響がないので行う必要はない（表２）。

［成果の活用面・留意点］

①玉露原葉のランク付けの判定に活用できるばかりでなく、一般の製茶時にも応用できる。

②本成果の最適乾燥時間は定格高周波出力500Ｗの電子レンジのものであり、出力が変わる

と最適乾燥時間も変わるので注意する。

③生葉を長時間袋の中に入れておくと水分により袋と密着して、作業が煩雑となるので生

葉を袋に入れた後はできるだけ早く乾燥処理を行う。
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[具体的データ］

表，熱風乾燥と電子レンジによる乾燥時間別の生葉含水率測定値の差(W･B%）

乾燥時間（分）ﾚﾝゾ内

袋数 ７８９１０１１１２１３１４１５１６１８

１

２

３

４

５

－１．４－０．７０．０－０．１０．００．０

±０．４±０．５±０．５±０．３±0．２一

－１．６－１．００．００．４０．４０．４０．６

±０．７±０．７±０．５±０．４±０．５－±０．１

－１．０－１．８－０．３０．００．２０．２０．３

±０．５一±０．５±０．５±０．４±０．５±０．５

－３．０

－０．９－０．４－０．２０．１０．００．５０．１

±０．７±０．２±０．４±０．３±０．３一±０．４

－１．１－１．０－０．２０．１０．１０．５０．３０．６

±１．９±１．１±０．６±０．４±０．３±０．０±０．１一

６

－０．２－０．２－０．１０．００．３０．１０．６０．５

±0.6±０．０±0.6±０．５±０．５±０．４±０．２±０．３

注）上段は異なる生葉含水率（77.1～81.9％）の生葉における熱風乾燥値との差（平均
値で計算）の平均値、下段はその標準偏差。

Ｗ、Ｂ％＝

表２放冷後と放冷前の生葉含水率の差

生薬重-乾燥後重×,‘，…=生薬毒譲後重生葉重

－０．１±０．１ －４±２

注）①放冷後一放冷前生葉含水率〔平均値±標準偏差〕（n=211）
②放冷はデシケーター内で30分間行った。
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